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 第一報ではハマスによるロケット砲撃、壁の一部を突き破っての近郊襲

撃、そしてイスラエル軍の無差別空襲について触れた。  

第二報ではイスラエル国防相のライフライン切断と皆殺し宣言、市内への地

上軍突入予告を受けて、どちらもどちら論から、急速にガザを救え、イスラ

エルの非人道性を糾弾する方向に変わった。この過程でアメリカとヨーロッ

パが、ウクライナを支持したようにイスラエルを支持する決意も明らかにさ

れた。  

第３報では、今回の事態の裏側、つまり「なぜハマスが攻撃したのか」、「な

ぜイスラエルが容易に襲撃を許したのか」、「なぜ欧米がこの期に及んでも屠

殺者を支持し続けるのか」などについて、できるだけ根拠のある、正確な情

報を集めていきたい。  

 

………………………………………………………  

イスラエルはこんなデマまで広げて、ハマス追い落としを図った。  

Source of dubious ‘beheaded babies’ claim is Israeli settler leader  

who incited riots to ‘wipe out’ Palestinian village 

MAX BLUMENTHALANDALEXANDER RUBINSTEIN·OCTOBER 11, 2023 

https://thegrayzone.com/2023/10/11/beheaded-israeli-babies-settler-wipe-

out-palestinian/ 

 

表題を日本語にするとややこしいが、下の記事が Twitter に掲載された。以

下はこの記事の翻訳ではなく、解説である。 

 

 一見、清涼飲料水の広告のように見えるが、見出しは「４０人の赤ん坊が

殺され、首をはねられた」というもの。 「首をはねられた赤ん坊」という

怪しげな主張の出所を調べていったら、判明したことがある。  

デマの発信主は イスラエルのヨルダン川西岸入植者指導者で、散々パレス

チナ人に対して暴行を加えてきた人物である。  

https://thegrayzone.com/2023/10/11/beheaded-israeli-babies-settler-wipe-out-palestinian/
https://thegrayzone.com/2023/10/11/beheaded-israeli-babies-settler-wipe-out-palestinian/


「i24 ニュース」のゼデク記者が上記写真の内容を Twitter で報告し、それは

インターネットで数千万回閲覧された。ネタニヤフ首相の報道官は、乳児や

幼児が「首を切られた」状態で発見されたと明言した。情報提供者（写真ニ 

ヤケ顔の男）は「フワラ村は一掃されるべきだ。ここは恐怖の巣窟であり、 

 



罰は全員に下されるべきだ」と発言し、パレスチナ人の集団的処罰をもとめ

た。大事なのは、このでっち上げ事件にイスラエル政府と軍が関与している

ということであり、ネタニヤフ（側近）が自らデマを飛ばしていることだ。 

 

CNN の特派員ニック・ロバートソンは、イスラエル軍の情報源を引用し、  

「パレスチナの過激派が ISIS 式の処刑」を行ったと報道したという。しかし

情報源がどこであろうと、ジャーナリストとしての品性において誤報は訂正

すべきであろう。戦場報道では誤情報に対して無処罰で終わるケースがあま

りにも多い。とくに弱者に加えられたご情報は、人道にもとるケースがあ

る。また絶妙のタイミングで流されたデマ情報は戦況を一気に変える力があ

る。私はブチャがその典型例だと考える。 バイデンは記者会見で見解を求

められたが、さすがに言葉を濁したようだ。（文責：編集部 SS） 

 

………………………………………………………  

Blatant War Crime 

Global Research 

October 13, 2023 

イスラエルが非人道兵器「白燐弾」を使用  

ヒューマン・ライツ・ウォッチが非難  

Israel Accused of ‘Blatant War Crime’ as Human Rights Watch Confirms White 

Phosphorus Used in Gaza 

By Brett Wilkins 

HRW は今週、イスラエル軍がガザに対する砲撃の際に白リン弾を使用した

との報告を確認した。WP は 1,500°F の高温で燃える。水では消火できな

い。皮膚の１割が火傷を負えばその人は死ぬ。  

この写真を見ればそれが白燐弾であることは容易に同定できるらしい。  

HRW は以前にも、2008 年にガザで、人口密集地で使用したとしてイスラエ

ルを戦争犯罪で非難したことがある。  

 

 

……………………………………… 



15 October の Global Research に「イスラエルは不意打ちを食らったとい

うが、本当は“偽旗”だったのでは？」という記事が掲載された。 

こちらは調査記事ではなく、現場の記者が感じた率直な疑問を並べたもので

ある。 

記事の内容に沿って体裁を編集した。 

疑問 1 ガザ地区の障壁がブルドーザーで突破されるなんて、あり得るのでし

ょうか？  

その理由：ガザを取り囲む壁は、高さ 6 メートル、全長 64 キロにわたりま

す。壁は地下まで達し、トンネル掘削を防ぐセンサーを備えています。壁の

上にはセンサー、レーダー、カメラ、自動小銃システムが配置され、それら

は司令部に接続されています。もちろん常時、兵士が配置されています。  

疑問 2 ガザ近くの砂漠で、何千人もの若者が参加する音楽祭が開催されてい

たのはなぜでしょう？  

理由： そこはガザからわずか数キロでハマスのロケット弾の射程内にある

地域です。治安部隊なしで平和的な周回であろうと、警備なしに開催される

などありえないことです。  

疑問３ ガザの壁を壊し出撃した部隊が、20 以上の人口密集地を攻撃し、

1300 人を殺害したとされます。本当でしょうか？  

理由： ガザ周辺は基本的に砂漠であり、相当の兵力と機動力がなければ広

範な地域を襲撃することは不可能。当然襲われた住民は身を隠すので、カラ

シニコフで 1300 人を殺害するのは困難。  

疑問４ 世界最高の部類に入ると考えられているイスラエル特殊部隊が、直

ちにヘリコプターで介入せず、警察だけで介入したのか？  

理由： ガザを囲む壁には相当の要因が常駐していたはずなので、コマンド

部隊に連絡すれば、壁を飛び出したハマス兵士はその場で蜂の巣になってい

たはずです。襲われた住民が連絡すればヘリ部隊は遅くとも３０分以内に到

着できます。砂漠の闘いですから、重火器で空から襲えばハマスを制圧する

のは容易です。少なくともむざむざガザ市内に復帰させるようなことはない

はずです。 （文責：編集部 SS） 
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AP 通信 （10 月 16 日） 



すでに破壊は進んでいる。攻撃開始依頼の１週間で約 4000 トンの爆弾 6000

発が投下された。これまでに Body Counto で 1,417 人が殺害された。  

AP 通信は、1.4 平方キロメートルに人口 11 万 6000 人が詰め込まれているガ

ザ北部のジャバリア難民キャンプの映像を公開した。キャンプはイスラエル

軍の空爆によって「徹底的に破壊された」と報じた。  

赤十字国際委員会は、「発電機の燃料が枯渇しつつある。人道回廊の開設を

拒否しているため、保育器の中の赤ちゃんや高齢の患者に対する生 

命維持装置は停止された。病院は遺体安置所と化しつつある」と警告した。  

………………………………………………………  

Telesur 

10 月 14 日  

パレスチナ政府、イスラエルのガザ市民強制移住を拒否  

パレスチナ政府のアッバス大統領は、ヨルダンの首都アンマンでブリンケン

米国務長官と会談した。アッバス大統領はイスラエルの強制移住計画を拒否

した。  

さらに医療必需品の供給と住民への水、電気、燃料の供給を求め、そのため

に人道回廊を緊急に開くよう訴えた。  

またヨルダン川西岸での入植者襲撃やアルアクサ・モスク敷地内での「過激

派の行動」の停止を求めた。  

………………………………………………………  

teleSUR 

11 October 2023 

エルドアン大統領とプーチン大統領、イスラエル・パレスチナ紛争について

協議  

エルドアン大統領とプーチン大統領は電話会談を行い、パレスチナ・イスラ

エル紛争について話し合った。  

両者は、イスラエルとガザでの民間人の犠牲者数の「壊滅的な増加」に懸念

を表明した。両首脳は「即時停戦」と「交渉プロセスの再開」の必要性を改

めて表明した。  

………………………………………………………  

teleSUR 

10 October 2023 



サウジアラビア、ガザ紛争に関するイスラム協力機構（OIC）を招集  

日程については明らかにしていない。  

これはサルマン皇太子がパレスチナのアッバス大統領から電話を受けたあ

と、明らかにしたもの。  

OIC はイスラム諸国の最大の国家連合組織であり、イラン、アフガニスタ

ン、パキスタンなどの非アラブ系イスラム諸国が含まれる。  

「今回の紛争の原因は、国際決議を無視したイスラエルにある」と非難して

いる。  


